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超 高 壓 に 就 て.(第 七 報)




リン壓にて此 を壓縮 しビス トrンの位置.より,その際め室気の奪螢 を測定 した・ 此の蝪合室氣
の壓 力は増腰機に連結 した壓力計 を直接讃むか,.或は譲め求 められた關係3}からリスリぞ駆を
讃 めば興へられ る.
使 用 した壓力計は氈に梅 ぎ町せられた夫 々$chfifferBndenbergめ最高300kg/cni!,一度盛
1kgXcm';某計器難 所め最高1,000kgノ・m:,マ度Pt-1Qk9/・m:洞所製2,qOOkgノ・m望,一d
度盛50kg'㎝'のものである・ ひ に1,000kg1㎝f壓力計は直攤 動 測Mlc用ひると共 に高
颶 の揚含に リスリン壓を測定する間接測定法に使用せ られた・ 他の二個あ摩力計は何れ も窒
コ ド 　 り
氣 の直接匯 力の測 定 匡使 用 した.
ユ00～250㎏ノcm9には300kg!im!壓力計;250～600kg/cmt.には1.000kglcm詈縻 力計1
5り0～1,6⑳kg/cmt}ま』2,000衰g/ctnt腿力計 を直接 使用 し,1,100～生600kg!cmミに1ま1.000
kg/cmt壓力計 を使用 し,筌 氣 の壓 力を闍接 に求 めた.
謙 畿 鸞 脳 前に鑼 の鰤 らビス脚 パツキ瑚 質の聯 鰍
.パ ツキγグの壓儲斈を吟味するには リスリンの壓縮率 を測定すると とにナる..リス切ンの
摩緒率を測 定する1ζほ リズリン を入れたる シリ.ンダー に附瀦せ る各郁の空間を求めねばな
らぬ・ 室氣壓縮率測定の際は同様に面握 管及び附屬品の死室閥を求めねばならぬ.複 雜でな
い例へばシ リンダーlcPtしては長・さの測定か ら容積を算定 し,繼手・バルブ・Bourdon塑壓力
計に針 してに水銀を入れ,そ の重最 より算定する方法を取つた・ 高壓器械め部分癌であるた
め,何 れも附周品ば内容積小 さく,從つてその容殖纏計10㏄ 前後であつた.Bourdon型粟.
力計に就て.は使用時に於ける容積の變化 も考慮されねばなちぬ.
Bourdon・管 自身極めて細管であるためと,高 壓に使用φ:ものは變形の極めて少ない.ものを
擴大 させて見彑ばなちぬ允めか ら穽積變化は少いものと見ればなら融.試 料を入れ る筌氣窒
は笹30m/m,長さ12cmに 對 し,リ スリンの容積 は壓縮時に於では600ceに篆 る.
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定は加壓前後に於けるビスrJの 位置を談み,此よhi變 化 を求めて全量との比をとれば得
られ る6 .,'
Bridgmanの値 とは温度が一致せ瞭 こと及び筌者の使用 した リ.スリンは薬局方の.ものを墳釀
機に滑用した ものであるか ら直接比較することは出來ない.*印のTdiは前.の三つの値 と異除る.
堆黶機 を使坩した も塗)である.從 つて.リス リンrl1の水分最を異にする恐れカ{ある・,
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ここに問題 となるは リス リンに浸 つた.ピス トンの ゴ ムパ ツキ ングの壓縮李で ある.
壓縮都 翼 は次 式 に輿 へ られ る・ 一
x=a十bp _こ
こ こにPは 壓 力lkgXcm!),a,b健恒救であ り.夫.々10-6cm!!kg,10-i:cmVkgtの單位で
あた へ られ る・AdaTris-Gibsone⊃1こよればb.は 與 へ られす ・4は.ゴ.ムの種黍酊に よつて異 な.D,
.0～4,000㎏!cm!の間で19・0～123から.35,8～15.8り範圉 に興 へ られ る.







上 に逋べた弼性 率の範園で あ ると4,000》cm2に於 けるゴ ムの容積變化 は原容積 の52～
14.3%zeltる・・皀ps.■OOOkg!・nlei'E於け るユ嘶 麟 室のパ ツキ ングの收黼 は0・307～Q・850
㏄ とな り,麟 過 程 に於 け る気 服容積の1%内 外 に止 まる・既 とZF衡を保つ リス リ.ンに浸 漬さ
れ るバ ツキ ングの收縮 はo・138・一〇,3eOecであ る・リス リンに對 す るピス.トンo。01.cm,の動 き
ロ 　 も
は0.蝿0㏄の容積 とな り,凡そ800kglcm讐奪でのリスリyの壓縮寧測定には パツキングの
敬縮 を考に入れる必要がない .此の場食はパツ.キングー枚の場合であるが,パ ツキングめ奴
數 を壌すとリスッγ摩縮奉測定値に補正値を入れね犀な ら画 リスリンの壓縮率.を{鰹.恥り
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の測 定値 のeelc落ちるか を見 る一・此 の關 係か ら使用 した ゴ ムρ黶縮 率 は大eeAdains-Gibsonの
の
値の範圍内であ.ることを謬めた.
場臘 醸 肌 て瓦斯の肺 純 求める際・瓦郷 の醐 室の容廊 ビス.トン上琳 よつて
狹められるに反 し,リスリンめ耐壓室は容積の培加を來す》 從 つて瓦斯側 ビλ トンパ ヅキン
グの弦縮にま る補正値 は歴力の上昇に俘ふて場大するが;此1と反 しり:スリy側の ビスF.ンパ ツ
キシダの構 は リ.刈γに紕 て渺 する・ 御 て臻 の歴騨 め測定瞰 鰤 パツキ γグ
の壓力に よる補疋値の範圍をAdam鈩Gi㎞の値.よ.堕計算 しておかねばな.らぬ・.黶縮率測定'
の誤差醸 縮窒の容積がピス トン上昇によつて異るか ら:一様でない ピス ト泙 衡の濺 及
びゴAの簾縮率の値の前成 り範國から來 る容破蹊差は線計としてL5%に遑する.
繍 の100kg!・m';i).5,00QkgrCmelc至る蹴 率の測定歔 の如.く四囘1吩 けて行つた




































































Fxp.,1,2;Ep.3・Exp・4の結梟 は夫kFig・1,Fib.2・.Fig.3に奥へ られ る・、各緒 梁













































































關 係 を示 した・Amagatによつて15。7。Cに於 け る3,000kg/cin一までの値が與へ られて ゐ3.
が 筆者は此の範圍 を撰 大 した。置 度が 多小 異なる.3<め直 ちに峨密 な此較 は出來 な炉.'0。C、黶
力iks/・m'.の揚合 の容積 をユ.とし,1kg/cm';3,000,kg/cm',4,640kg/cm'.の・PVを夫 々
。.(PV}聖・{PVkomo・〔PVI・、脚 と「Ψば
〔PV)1=1や
(P吻蜘 富4.3980・.…… ・一Amagat..」.=4.1025・……雫 者
,(PV〕4.6釦.累5β656繭… …箪≡者 '
.;3
,000kg/cm'鯲てAmagatと璽者の位 の開き.は.硼%で あ る.・.
本報告 を終 るに渤 ・御指導 を緲 た る囎 簸 に腿 悠謝a意 を表す・,
課 の「部は嫐 鮒 費蜘 本學隙 の御鮴 よつた、灘 ・る識au
,1盪
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